
いつも弊社製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。
現在、ご利用いただいている１日４回（７日分ご利用）に加えて、
新たに、１日１回（２８日分ご利用）、及び１日２回（１４日分ご利用）に
対応したソフトウェアをそれぞれリリースいたしました。
患者様の１日の服用回数に合わせてインストールしてください。

インストールの準備と方法

新ソフトウェアリリースのお知らせ

ホームページ（e-okusurisan.com）にからパソコンにソフトをダウン
ロードする

パソコンに保存したソフトをUSBメモリーにコピーする
（暗号化機能付きUSBメモリーはご使用にならないでください）

機器にＵＳＢメモリーを差し込んで、機器設定から「メンテナンスモード」
を選択し、「ＵＳＢアップデート」を行う
⇨詳細は次ページをご参照ください

①

②

③

服薬支援機器

お知らせ

服用回数の設定方法は、３ページと４ページです。

２０１９年１１月

当機器は医療機器ではありません



②

④

①

③

「機器設定」ボタンを３秒長押しします。

「＋」または「ー」ボタンで「メンテナンスモード」を選択し、
「決定」ボタンを押します。

機器フロントパネルボタンを「よる」「ひる」「あさ」の順に押します。 
    
左下の文字が「実行」になっていることを確認して、
「決定」ボタンを押してください。

以上で「メンテナンスモード」に入りました。
続いて「ＵＳＢアップデート」を行ってください。

「メンテナンスモード」に入る

①

②

③

④

＊各画面で３０秒操作されない場合、ホーム画面（時間表示）に戻ります。    

「ＵＳＢアップデート」を行う

「＋」「ー」ボタンから「USBアップデート」を選択した後、
USBメモリを機器本体に挿入し、「決定」ボタンを押してください。  

実行画面に移行しますので、USBメモリが接続されていることを
確認した後に、「決定」ボタンを押してください。
　
USBメモリのアップデートファイルがシステムのものよりも
新しい場合には③の実行画面が表示されます。

システムが最新の場合や、USBメモリにアップデート用の
ファイルが無い等の場合はその旨が画面に表示され、
通常画面に戻ります。

アップデート作業が終了すると、その結果が表示されます。

その後、右の画面が表示され、再起動を行います。
再起動後、通常画面に戻ります。

①

②

③

④

⑤

⑥

「ＵＳＢアップデート」を実行し、
新しいソフトウェアにします。

「ＵＳＢアップデート」をするために
「メンテナンスモード」に入ります。

新ソフトウェアのインストール方法１

23 1

①

②

③ ④

⑤

⑥

２



「のみ忘れ」ボタンを押します。

ご利用の週の取り出し画面が表示されます。
（例えば、第３週の場合、「ボタン３」と表示されます。）

「タイマー設定」ボタンを押します。

現在のタイマー設定時間が表示されます（タイマー設定一覧）。
画面下に「設定する→決定ボタン」と表記されますので、
設定時刻を変更する場合は、「決定」ボタンを押します。 
タイマーは、８：００に初期設定されています。

お薬タイマー設定画面が表示されます。設定したい服薬時点のボタンを押します。

「＋」または「ー」ボタンを押して、 時間を設定し、「決定」ボタンを押します。
「＋」または「ー」を１回押すごとに１分動きますが、長押しすると１０分単位で動きます。  
    
他の服薬時点を設定する場合は、「タイマー設定」ボタンを押します。 
設定を終了する場合は「決定」ボタンを押します。

※続けてタイマー設定を行う場合、②～⑤の動作を繰り返します。

タイマー設定を終了する場合、タイマー設定終了時に変更を反映したタイマー設定一覧
が表示されます。よろしければ、「決定」ボタンを押して終了します。
これで、タイマー設定は完了です。    

１日１回（２８日分ご利用）のタイマー設定
１日あたり４回となっている服用回数を１回とすることで、
１台に２８日分のお薬ケースを収納できるようにします。

「あさ」「ひる」「よる」「ねる前」のボタンがそれぞれ「ボタン１」「ボタン２」「ボタン３」「ボタン４」
となります。シールをご用意しますので、貼付してください。

①

②

③

④

⑤

⑥

＊各画面で３０秒操作されない場合、ホーム画面（時間表示）に戻ります。    

①

日数カウンタを初期化する

「機器設定」ボタンを３秒長押しします。

「＋」または「－」ボタンで「日数カウンタの初期化」を
選択し、「決定」ボタンを押します。

「第 1週の初日に戻します」と表示されます。よろしければ、「決定」ボタンを押します。 

日数カウンタ初期化の画面が表示されます。
終了すると、ホーム画面（時計表示）に戻ります。    

①

②

③

④

日数カウンタをリセットします。

②

③

④

②

②

③

④

⑤

⑥

①

のみ忘れた時の画面
①

②

①

服用回数の設定方法（１日１回）2
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「タイマー設定」ボタンを押します。

現在のタイマー設定時間が表示されます（タイマー設定一覧）。
画面下に「設定する→決定ボタン」と表記されますので、
設定時刻を変更する場合は、「決定」ボタンを押します。 
タイマーは、次の時間で初期設定されています。
第１週 １回目 8：００　　第１週 ２回目 １8：００
第２週 １回目 8：００　　第２週 ２回目 １8：００

お薬タイマー設定画面が表示されます。設定したい服薬時点のボタンを押します。

「＋」または「ー」ボタンを押して、 時間を設定し、「決定」ボタンを押します。
「＋」または「ー」を１回押すごとに１分動きますが、長押しすると１０分単位で動きます。  
    
他の服薬時点を設定する場合は、「タイマー設定」ボタンを押します。 
設定を終了する場合は「決定」ボタンを押します。

※続けてタイマー設定を行う場合、②～⑤の動作を繰り返します。

タイマー設定を終了する場合、タイマー設定終了時に変更を反映したタイマー設定一覧
が表示されます。よろしければ、「決定」ボタンを押して終了します。
これで、タイマー設定は完了です。    

１日２回（１４日分ご利用）のタイマー設定
１日あたり４回となっている服用回数を２回とすることで、
１台に１４日分のお薬ケースを収納できるようにします。

①

②

③

④

⑤

⑥

＊各画面で３０秒操作されない場合、ホーム画面（時間表示）に戻ります。    

①

日数カウンタを初期化する

「機器設定」ボタンを３秒長押しします。

「＋」または「－」ボタンで「日数カウンタの初期化」を
選択し、「決定」ボタンを押します。

「第 1週の初日に戻します」と表示されます。よろしければ、「決定」ボタンを押します。 

日数カウンタ初期化の画面が表示されます。
終了すると、ホーム画面（時計表示）に戻ります。    

①

②

③

④

日数カウンタをリセットします。

②

③

④

②

③

④

⑤

⑥

①

「のみ忘れ」ボタンを押します。

ご利用の週の取り出し画面が表示されます。
（例えば、第１週１回目の場合、「ボタン１」を押します。）

②
のみ忘れた時の画面
①

②

①

服用回数の設定方法（１日２回）３
「あさ」「ひる」「よる」「ねる前」のボタンがそれぞれ「ボタン１」「ボタン２」「ボタン３」「ボタン４」
となります。シールをご用意しますので、貼付してください。

４



「ＵＳＢアップデート」を行う

工場出荷状態に戻す

メンテナンスモードに入ります。（操作方法はP２参照）  

「＋」または「ー」ボタンで「工場出荷状態に戻す」を選択し、
「決定」ボタンを押します。
　
実行画面に移行しますので「決定」ボタンを押してください。

処理が始まると処理中の画面が表示されます。

処理終了後に結果が表示され、その後に再起動が行われます。

その後、右の画面が表示され、再起動を行います。
再起動後、通常画面に戻ります。

①

②

③

④

⑤

⑥

ソフトウェアを変更する場合、下記の操作を実行してください。

「メンテナンスモード」（利用方法はこのお知らせ P２参照）の
「工場出荷状態に戻す」操作を行う。

「メンテナンスモード」（利用方法はこのお知らせ P２参照）の「ＵＳＢ
アップデート」を操作して変更するソフトウェアをインストールする。

＊各画面で３０秒操作されない場合、ホーム画面（時間表示）に戻ります。    

②

③

④

⑤

⑥

ソフトウェア変更時の対応について（お願い）４

５



①

６

機器情報をクリアする
（過去のデータを残す方法）

画面上部メニューの「機器一覧」をクリックします。  

機器一覧画面に移動します。
　
情報を消去する機器の右上にある「機器情報クリア」をクリック
すると、確認画面が表示されます。

機器情報のクリアを聞かれます。情報を消去する場合は「OK」
ボタンをクリックします。
その後機器一覧画面に戻ります。

□にはチェックを入れないことをお薦めします。
（本画面を頻回に表示させないため）。

①

②

③

④

機器本体の「機器設定」から「設定リセット」を選択し、タイマー設定や音声等を初期設定に戻す。

「メンテナンスモード」（利用方法はこのお知らせＰ２参照）の「ログ削除」を操作してログを削除する。

クラウドをご利用の場合は、「クラウド管理者マニュアル」P２０に記載の「機器情報をクリアする」を
操作してデータを消去してください。ただし、消去しても「過去情報表示」（P２１）の機能により確認
することができます。
もしくは同マニュアルＰ２２に記載の「機器一覧から削除する」を操作して、データを完全に削除して
ください。この場合、過去のデータを確認することはできません。

ご利用者を変更された場合は、下記の操作を実行してください。

管理対象の機器データを消去します。データは消去
されますが、管理対象の機器として表示されます。

画面上部メニューの「機器一覧」をクリックします。  

機器一覧画面に移動します。
　
削除対象の機器の右上にある「機器機器一覧から削除」を
クリックすると、確認画面が表示されます。

機器情報の初期化を聞かれます。機器一覧から削除する場合は
「OK」ボタンをクリックします。
その後機器一覧画面に戻ります。

削除すると当該機器の過去情報を確認することができなく
なります。

①

②

③

④

管理対象の機器を削除します。

機器一覧から削除する
（過去のデータも削除する方法）

ご利用者変更時の対応について（お願い）５

①

②

③

②

③

③

④

①

②

④


